
ＪＤＤネット大阪 大阪発達障害啓発週間２０１１企画 

「星の国から孫ふたり」映画上映会 報告 

 

日 時：２０１１年４月３日（日） １回目上映 １３：１５～ （１３：０５受付開始） 

                 ２回目上映 １５：１０～ （１５：００受付開始） 

会 場：大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）５Ｆ視聴覚スタジオ 

参加者：５９名 

内訳  １回目：事前受付： 会員 大人 １１名  高校生以下 ４名 

               一般 大人 １９名  高校生以下 １名 

         ：当日受付： 一般 大人   ３名 

    ２回目：事前受付： 会員 大人 ８名  一般 大人 ７名    高校生以下２名 

         ：当日受付： 一般 大人 ４名 

ＪＤＤネット大阪：大阪府臨床心理士会・大阪府作業療法士会・日本感覚統合学会・日本ＬＤ学会・ 

特別支援教育士認定協会大阪支部会・大阪自閉症協会・大阪ＬＤ親の会「おたふく会」・ 

大阪ＬＤ・軽度発達障害親の会「翼」・アルクラブ 

オブザーバー：大阪府発達障害者支援センター・大阪市発達障害者支援センター・ 

堺市発達障害者支援センター 

 

ＪＤＤネット大阪では、２０１１年発達障害啓発週間の企画として、「夢の国から孫ふたり」の上映

会を開催しました。当日は、大阪府作業療法士会、日本感覚統合学会、大阪自閉症協会、大阪ＬＤ親の

会「おたふく会」、大阪ＬＤ・軽度発達障害親の会「翼」からの合計１０名のスタッフにより、２回の

映画上映をおこない、５９名の方が参加してくださいました。 

会場内には「JDDNET 災害支援基金」の募金箱を設置し、東北地方太平洋沖地震の被災地で生活する、

もしくは避難している発達障害のある子どもや大人たち、あるいは同様の支援ニーズのある方々への支

援を訴えました。集まった２万円を、４月４日付けで「JDDNET 災害支援基金」へ振り込むことができ、

今回の映画上映会が、発達障害に対する啓発だけでなく、被災された方々の一助にもなり、参加者およ

び関係者の皆様へ感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の感想 

 発達障害啓発週間の 4月 3日、大阪で「星の国から孫ふたり」～「自閉症」児の贈りもの～の映画の

上映が行われた。 

 日本に住む祖母のもとに娘の家族がアメリカから帰国、帰国後日本で孫のかおるに自閉症の傾向があ

ると診断される。そして帰国後に生まれた二人目の子どもにも発達障害があることが分かる。 

アメリカにいれば発達障害児には手厚い支援があることを知るが、現在の日本では同じような支援は

望めない。娘夫婦はどうしようもない子育てに悩む日々だか、息子かおるの宇宙語「デュワイン」と言

いながら接する、楽天的な祖母にだんだん救われていく様子がとても良かった。 

 私が印象に残った場面は、親の会の母親たちが「きれい好きの息子」や「生真面目な息子」の自閉症

の特性の良いところを自慢話にするところ。また、かおるが小学生になって母親を亡くしたマリアとい

う転校生の女の子を気遣う場面。自閉症の人にも感情はありますから。 

 95 分の映像の中に自閉症の子どもを取り巻く人々の関わり方、親は丁寧にゆっくり子育てしていくこ

との大切さ、また行政などを動かすのも親の力がいることなど多くのことが込められていて、発達障害

に関わる親たちにエールを送ってくれた映画だった。 

 今回企画していただいた「ＪＤＤネット大阪」の皆さまに感謝いたします。 

ありがとうございました。                          （親の会保護者） 

 

アンケート集計（参加数５９名 アンケート回収４６枚） 

１、所属（複数回答あり） ・当事者、及びその家族 ２９人 ・教育関係 ９人 ・福祉関係 ５人 

・その他 ５人（教室１人・OTを目指す学生１人・無回答３人） 

２、性別   ・男 １０人   ・女 ３８人 

３、年代  ・0～10代 ８人  ・20～30代 ８人  ・40～50 代 ３０人   ・60～70 代 ２人 

 0～10 代 20～30 代 40～50 代 60～70代 計  

 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 総計 

当事者 ４ ３ １ ３ ２ １５ １ ０ ８ ２１ ２９ 

教育関係 ０ ０ ０ ２ ０ ７ ０ ０ ０ ９ ９ 

福祉関係 ０ ０ ０ １ １ ２ １ ０ ２ ３ ５ 

その他 ０ １ ０ １ ０ ３ ０ ０ ０ ５ ５ 

計 ４ ４ １ ７ ３ ２７ ２ ０ １０ ３８ ４８ 

総計 ８ ８ ３０ ２ ４８  

                 ※２名が複数回答していたため、総計とアンケート数に差あり 



４、上映会参加のきっかけ 

・所属会からの情報  ２０人   ・知り合いから  １４人 

・ネットからの情報   ８人   ・新聞 ２人    ・無回答２人  

５、感想 

 ・大変良かった！ ２５人   ・良かった１８人  ・ふつう３人 

 

＜当事者、及びその家族＞ 

・当事者の立場で、自然な日常を表現していたので、発達障害や自閉症のことが、とても良く伝わりま

した。 

・心にしみる、そして、とてもわかりやすい、いい映画でした。啓発にも、そして自分自身の整理のた

めにも、とてもいいと思いました。馬淵晴子さんの暖かさが作品全体を包んでくれて、優しい気持に

なれました。気負わず、ありのままを受け止めて、子どもたちを見守っていきたいです。 

・ポジティブな親御さんでした。そこまで到達するのに、時間要りますね。 

・理解をしてくれる周りの環境の大切さ、また、専門家の人とどう早くに関わってもらえるかが大切だ

なぁと感じています。１０年前とはだいぶ違いますが、まだまだ理解が充分だとは思えないところが

あります。たくさんの方に見てもらえるといいなと思いました。 

・自閉症のことをとてもわかりやすく表現していて、良かった。 

・この映画を観たのは、神戸・高槻・今日と 3 回目です。でも、毎回新しい気付きや感動があります。

会場の持つ雰囲気や、その時その時の我が子の様子や、自分（当事者の母）自身の精神状態にも寄る

のでしょうが、映画の中にたくさんのメッセージや工夫が込められていて、いろんなアンテナでキャ

ッチできるようになっているからなのでしょうね。同じ映画でも一期一会なんだなぁとしみじみ感じ

ました。 

・明るい楽しさのある映画だと思いました。 

・会員になってまだ間がなく、こういう映画は初めて見せて頂きました。何も知らなかったので、オー

ティズムのことが良く理解でき、嬉しく思います。家族にも見て貰えたら良かったと思います。 

・わかりやすかった。たぶんどんな人でも見やすい。 

・原作者・監督さんへ すごくよかったです。ありがとうございました。 

・たくさんの方に見ていただきたいですね！ 

・明るく解釈すればいいなと思いました。 

・当事者の親として共感する事が多くありました。こういう上映会をもっとして頂きたいと思います。 

・特徴や対応の仕方をわかりやすく伝えられていたと思います。子育てに息が詰まりそうになった時の

母の言葉も、胸にグッとくるものがありましたし、バーバの前向きな言葉にも力をもらえる気がしま

した。 

・子どもたちの表情や、とらえ方、心の声、自閉症や法律の解説など、うまく取り入れていて、わかり

やすく、いい映画だと思いました。 

・テーブルのある席で映画を見たのは初めてでしたが、とてもみやすかったです。また、Q3のアンケー

トの記入方式、とてもわかりやすくてよかったです！！上映のご準備たいへんだったことと思います。

お疲れさまでした。もっともっとたくさんの方に見ていただきたいですね。 

・机や椅子がゆったりと配置されていたので、人の圧迫感がなく、楽に観ることができました。 

・もっと多くの人に観ていただきたいと思いました。 



・早期発見・早期療育はいいと思います。成人になってからの支援をお願いしたいと希望します。 

・これからは成人の発達障がいの映画を作ってほしいです。 

 

＜教育関係＞ 

・楽しくて温かい気持ちになりました。ずっとおばあさんのような広い心で理解して受け入れて、ずっ

と専門家の先生のようなプロの姿勢を持ち続けたいです。 

・2 回目の鑑賞です。2 回とも感動いたしました。今回は職場の友人と来させてもらいました。ありが

とうございます。 

・いろいろな方の協力のもとでこうした映画が製作され、いろいろなところで上映されることで、少し

ずつでも支援の輪がひろがっていくこと願います。療育や教育の出発がコミュニケーションであるこ

とについても考えさせて頂くことができ、学校関係者ともいっしょに鑑賞できたらと思いました。 

・子どももそれをとりまく周囲の人も、とても自然に描かれていました。マリアをかおるの手でかばっ

てあげるところがとてもよかったです。多くの人に見てもらいたい映画です。学校で、生徒たちに見

せたい映画です。（中学校） 

・大変勉強になりました。ありがとうございました。 

・講演も、こうした上映会も、両方あれば、いろんな方へ啓発が浸透していくように思います。 

・職場の研修会でこの映画を見ることが出来たらいいなぁと思いました。DVD など、手に入れることが

できればうれしく思いました。 

・他にもこんな上映会をおねがいします。 

 

＜福祉関係＞ 

・オーティズムについて理解が進みました。 

 

＜その他＞ 

・今後、発達障害について学んでいくうえで、とても参考になりました。また興味、意欲が増しました。 

 

＜OTを目指す学生＞ 

・知ることが大事だと思い、この映画を見に来ました。とても良かったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


